　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　さぁ、夏休み！！　皆さん夏休みのご予定はいかがですか？！
明日からいよいよ台湾からのお客さんたちも産業医大に来てくれます☆

皆さんいっぱい参加してくださいね（＾＾
タイ行き、沖縄・南静園行きに向けても準備が始動してます。くれぐれも大きな怪我、病気をしないように！気をつけていってらっしゃい！！

7月19～27日　台湾人受け入れ
7月25日～8月1日　第29回ＡＭＳＣ（アジア医学生会議）「生活習慣病とヘルスプロモーションNoncommunicable Diseases and Health Promotion」in 東京

8月　タイ・エクスチェンジプログラム
沖縄・南静園勉強会
8月2日～6日　ＩＦＭＳＡのＡＰＲＭ（アジア太平洋地域会議会議）『Global Warming:The Role of Medical Students～地球温暖化における医学生の役割～』　in 台北

8月23～26日　「全人的医療を考える会」サマーワークショップ


　九大主催の九重合宿に続いて、７月12～13日に山口大学での国際保健系サークルが集う山口合宿がありました！産医大からは8名が参加。今回も各大学からのプレゼンがあり、産医大からは医学部3年國枝佳祐が「産業医ってほんまに必要？」と題して、発表してきてくれました♪　國枝くんお疲れ様でした（＾＾
　以下、医学部3年生田目彩ちゃんが書いてくれた山大レポート！！ 




この夏、みんなで素敵な思い出を作りませんか？

国保では今年もまた、アツい夏がやってきます。台湾エクスチェンジ受け入れのプログラムです。陽明大学の学生たちと一緒に研修、観光、文化交流など様々なプログラムを行います。

僕はエクスチェンジプログラムが大好きです。文字だけでは伝えきれないほどの楽しさ、すばらしさがエクスチェンジプログラムにはあると思います。

僕は今回のエクスチェンジプログラムを、今までで最高のプログラムにしたいと考えています。具体的には、今回のプログラムに参加してくれた皆さんが、エクスチェンジプログラムの楽しさを感じ、何かをつかんで帰っていけるような、そんなプログラムにしたいです。

なんだかカタいことを言っているようですが、やることは至ってシンプルです。みんなで遊んで、みんなで勉強して、その過程で何かを得る、というただそれだけのことです。

プログラムに部分的に参加する、というだけでもかまいません。皆さんにはできる限りでいいので参加して欲しいです。楽しさは僕が保証します。よろしくお願いいたします。

２００８台湾エクスチェンジプログラムリーダー　　まーくん（合原雅人）


この夏、沖縄のハンセン病療養所「南静園」に向かうのはメイちゃんこと中野さつきちゃんと、スッピーこと新井さゆりちゃん。ハンセン病の問題は、「らい予防法」が廃止された今も、現在進行形の問題です。「南静園」行きに向けて予習中の二人が、ハンセン病の歴史などについてまとめてくれました（＾＾♪
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☆スケジュール








山口合宿報告








タイムスケジュール


7／12　午後2時に集合し、各大学のプレゼンが行われた。それぞれの大学が各種にわたるテーマを取り上げ、いずれも新鮮な内容でとても刺激を受けた。世界中を旅した人の視点から国際医療の在り方を知ったり、日頃鍼灸を学んでいる人が考える医療界への意見が聴けたり、自分が将来医師になった時にも、十分考えるに値するテーマが多くあった。また、国際医療や国際保健について、それ程多くのことを知らない自分にとっては、彼等の話を聞いて、さまざまな事柄を学ぶことが出来た。プレゼン終了後（午後5時半から）は、宿泊施設に移動しBBQ！！山大、佐賀大、九大の多くの人達と沢山話をし、友達も増え、親睦を深めることが出来、とても楽しかった。花火をしたり、ゲームをしたり、深夜までテンションアゲアゲ↑↑だった。


7／13　朝9時、朝食を摂って、10時から山大主催のワークショップが行われた。テーマは環境問題。グループに分かれて、環境から連想される全体の主題を一つ決め、それについての利害関係や解決策を地球規模で考える、というものである。3時間弱にも及んで、様々な意見が飛び交い、色々考えさせられた。その後、午後1時頃解散となった。





☆台湾エクスチェンジ受け入れプログラム











☆夏休み南静園研修（順天堂大学、琉球大学合同）








こんにちは。医学部２年の中野さつきと医学部１年の新井さゆりです。


今回の夏の宮古島での１週間南静園研修に参加させていただくことになりました。よろしくお願いします!!!そうはいっても、南静園がハンセン病療養所ということしか知らず、何も知らないことに気づき、ちょっと歴史的背景とどうして「差別」を受けていたのか調べてみました。





●「差別」の原因


　１．　外見上の特徴から。中世以来の宗教観により、神仏により断罪された、あるいは前世の罪の因果を受けたものの罹る病と考えられていた。


　２．　「潜伏期が長い」ことや「政府の優生学政策」より、「遺伝病」との風評が広められていたから。これより、幼児への性的虐待などを連想させ偏見が助長された。


　３．スティグマの考え方。スティグマはもともとギリシアで奴隷・犯罪人・謀犯人を示す「しるし」のことであり、汚れた者というマイナスイメージを印す。スティグマになりうる属性としては、病気・入墨などの肉体的特徴に加え、精神異常などの性格的特徴、人種などの集団的特徴などがある。





●日本におけるハンセン病の歴史とその施設について


ハンセン病が地球上最初に発病したのは、300年頃であった。13世紀ごろまでは世界の各地でハンセン病の人を保護するらい院などが解説されたが、それ以降はハンセン病が次第に減少していったために、らい院は閉鎖されていった。19世紀ころから世界の各地でハンセン病が再び流行しだし世界各地で隔離政策が始まった。日本では1931年強制隔離政策がとられた。断種・優生政策も行われ1996年、らい予防法が廃止されるまで続いた。


1907年に公立療養所を設置し、1930－1940年ごろには国により一括統治が開始され強制隔離政策も行われた。現在その施設は、ハンセン病は回復しているが、以前の政策によって入所された人、不適切な治療で後遺症が強く残っており、介助を必要としている人のための施設となっている。








今回予定としては、実際の研修の前にそれぞれハンセン病についての本を読み、自分たちなりのハンセン病に対する考えを持って研修に望みたいと思います。


実際に見て、お話をお聞きして肌で感じたことを皆さんにお伝えできたらと思います。


宮古島を楽しみつつ、１週間頑張ってきたいと思います!!!


　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：医２中野さつき、医１新井さゆり


























各大学のプレゼン


山口大学医学科6年 橘真澄「ハノイ国立眼科病院での経験」：ハノイ国立眼科病院で働く日本人医師


を訪ねて実際にその診療や手術の補佐を経験し、そこから学んだ事を発表。


産業医大医学科3年 國枝佳祐「産業医ってほんまに必要？」：E班と台湾の産業医を比較し。そこから


考察した事と産業医のあり方について。


山口県立大学看護学科 小川美農里「とっても楽しい国際医療(地域医療)」：主にアフリカで経験した事と、そこで学んだ国際医療について。


関西医療大学鍼灸学科3年 田中義基「鍼灸へのいざない」：鍼灸と医療の関わりを示すと同時に、鍼灸の紹介。


佐賀大学医学科３年　徳田悠希子「バランスからみる医療」：モンスターペイシェントや訴訟対策など、医療者側／患者側双方のバランスについて。


九州大学医学科3年　田川直樹：ミャンマーに教科書を届けるプロジェクトと検閲での問題について。





　今回の合宿で、他大学の医学生と様々な話が出来、また多くの考え方を知ることが出来、とても有意義なものであった。山口合宿に参加した皆さん、お疲れさまでした☆











